グループホーム体験について
ひまわり園　川上千登勢

　ひまわり園のAさんは、就労B型製菓班に所属しているベテランの利用者です。製菓作業以外にも、施設外就労の倉庫内作業やカフェサンフラワーでのサポートスタッフとしての仕事も経験しています。
　いつもひまわり園に出勤するとすぐに家で飼っているインコの話や休日に行った珈琲店の話などお話が大好きなAさんですが、以前はAさんの声を聞いたことがないという職員、利用者が大半で、なかなか自分の気持ちを相手に伝えることが苦手な方でした。
　しかし、少しずつ自分の気持ちを言葉で伝える回数が増えていき、今では製菓班のみんなに作業開始の号令をかけることや、内線電話の取り次ぎができ、人と関わる場面を増やすことでコミュニケーションの幅を広げることを目標にしています。
　最近の新型コロナウイルスの流行など、大きな環境の変化に戸惑いが多くあったと思いますが、そういった中でも作業の新しい技術の習得や余暇活動の中で楽しみを見つけいろいろなことに積極的に取り組まれる姿がありました。
　生活面においては、ＧＨ利用について、本人の気持ちにも大きな変化があったのではないかと思います。
　特定相談とのモニタリングでＧＨの話が出た際、お母様は不安を覚えてありましたが、本人は前向きに考えていました。福岡市手をつなぐ育成会のＧＨに空きが出たため、そのタイミングで体験利用の話を詰め、ＧＨ先の見学、利用に向けての準備などスムーズに話が進み、７月の初旬からの体験利用が決まりました。
　体験利用が始まる前は、準備品の話をするなどとても楽しみにされている様子が見られました。体験初日はバスの時間を間違え、１時間も早くひまわり園に到着してしまう事がありましたが、GHスタッフの支援もあり、次の日からは時間通り園に出勤することができました。
　GHという環境の変化もプラスにとらえ、ほかのGH利用者の方とも関わりが少しずつ増えているようで、新しい生活を楽しまれているようです。
　今後は、ひまわり園、GH、特定相談などで、小さな変化なども情報を共有しながら、支援につなげていきたいと思っています。また、今後の加齢に伴う体力の変化や、環境の変化などAさんの生活に影響する様々な出来事があると思いますので、地域での生活を「楽しい」と言われ過ごしてあるこの環境をこれからも継続できたら、と思います。
　今後ひまわり園の利用者も、家族と離れて生活するケースが増えていくと思います。私たちがサポートできることは何なのか、日々の支援の中で見出し、考えていきたいです。
